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ISM教材構造化法による「家庭科教材モジュール」の提案　～被服領域を対象として～

長崎大　教育

赤崎　莫弓

（目的）

　教材の構造化の手法を用いた「家庭科教材モジュール」を提案する。教育内容がモジュ

- ル化されることによって，内容や技術・技能が構造的に把握でき，授業の指導計画や指

導案の作成を容易にする。また，教材の吟味がしやすく，評価の観点も明らかにできる。

　今回は小学校被服領域を対象として行った研究をもとに，「家庭科教材モジa. ―ル」を

提案し，「家庭科教材モジa ―ル」作成の方法について発表する。

（方法）

　手法として用いるISM教材構造化法とは，複雑な教育内容を定性的に分析して，体系

的に把握し，構造化する方法である。実際に行った手順は，学習指導要領や指導書，教科

書から，小学校「家庭科」被服領域における被服製作に関する内容を概念として抽出し，

それらを要素とする。その要素間の関係を明かにし，それぞれの要素間の関遮づけを行い，

3ンピa. - タで処理し，構造化を行う。

（結果）

　「家庭科教材モジ3. ―ル」とは小学校「家庭科」，中学校「技術･家庭科」，高等学校

「家庭科」の教育内容を対象としたモジュール化教材であり,構造化された基本的なひと

まとまりの教材を　「家庭科教材モジュール」とよぶ。

　現在までに抽出された要素の数は1 3 8 個である。構造化を行'''>.作成したチャートは

5 7枚，「家庭科教材モジa ―ル」の数は６個である。詳細は発表で述べる。
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教 員養成における授業設計に関する一考察

教育 伊波富久美

目的

　授業設計を行い、個々の授業を具体的に展開していく上で、学習指導案は授業者に指針

を与え、それに基づくことによって、授業は様々な状況の変化に対応可能な柔軟性を備え

ることができる。また授業者は指導案の作成を通して、そこに盛り込まれている授業設計

の要点について認識を深めるであろう。その認識は一連の教授活動を通して持続され、授

業を自己評価する際にも、評価の視点として反映されるものと考丈られる、本報では教員

養成における授業設計の実際を明らかにするために、模擬授業における学生の自己評価を

分析することによって検討を行った。

方法

　長崎大学教育学部において、昭和62年度と6S年度に家庭科教育法nを履修者した３年生（

10名）が行っtz 50分の模擬授業について、授業実施後の自由記述による自己評価を中心に、

授業設計の視点から分析を行った.

結果

　指導案作成の段階で、単元全休における本時の位置づけがなされ。目標が明確化し、そ

の上に立って授業の具体的な展開を構想していくものと考えられる。しかし実際の授業後

の自己評価においては、教材自体の適切さあるいは教材をどの様に配列し、槐れを組み立

てていくかといった授業の全体的構遣・形式への関心は高かったものの、目標に立ち返っ

て、授業展開を吟味していく視点は希薄であった。


